
収入の部 （単位：円）

区分 項　　目 金　額

5,386,257

単会活動 815,000

生涯学習 660,000

広報活動 200,000

防災訓練 153,000

再発見ウォーク 20,000

（小計） (1,848,000)

700,000

7,934,257

支出の部

区分 項　　目 金　額

事務局費 130,000

会議費 20,000

支部活動費 360,000

広報部 330,000

環境美化部 262,000

夏祭り活動部 423,000

自主防災防犯部 0

生涯学習部 80,000

体育振興会 100,000

青少年育成会 100,000

文化協会 250,000

成沢学子連 100,000

健康づくり推進会 110,000

成沢小ＰＴＡ 25,000

楽寿連合会 50,000

幼稚園事業補助 20,000

300,000

5,274,257

7,934,257

記念事業費（成沢小150周年）

予備費

合　　計

令和５年度一般会計予算

繰越金

補助金

再生資源還元金

合　　計

運営費

部活動費

事業費

令
和
５
年
４
月
16
日
（
日
）

成
沢
交
流
セ
ン
タ
ー
で
成
沢
学

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
「
ふ

れ
あ
い
」
第
49
回
定
期
総
会
と

福
祉
委
員
会
（
成
沢
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
）
の
令
和
５
年
度

定
期
総
会
が
３
年
ぶ
り
に
対
面

形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
書
に
よ
り
、
令
和
４
年

度
の
活
動
及
び
会
計
報
告
、
さ

ら
に
５
年
度
の
活
動
方
針
と
事

業
計
画
、
予
算
の
原
案
が
提
案
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
方
針
で
は
、

①
ふ
れ
あ
い
会
費
を
廃
止
し
、

市
の
補
助
金
と
再
生
資
源

還
元
金
を
原
資
と
す
る

②
夏
祭
り
・
文
化
祭
等
の
交
流

事
業
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化

②
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委

員
な
ど
と
協
働
に
よ
る
福
祉

の
町
づ
く
り

③
関
連
機
関
と
の
協
働
に
よ
る

安
全
・
安
心
の
町
作
り

④
自
主
グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
た

生
涯
学
習
活
動
の
充
実

な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

福
祉
委

員
会
も
各

議
案
を
承

認
、
民
生

委
員
と
児

童
委
員
19

名
（
新
任

４
名
）
が

紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
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３
年
ぶ
り

総
会
を
対
面
で
開
催

令
和
５
年
度
「
ふ
れ
あ
い
」
ス
タ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
！

成
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
会
長

西

英
信

日
頃
よ
り
成
沢
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

会
「
ふ
れ
あ
い
」
の
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協

力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
て
き
た
こ
と
か
ら
、
３
年
ぶ
り
に
推

進
委
員
及
び
役
員
約
80
名
の
出
席
で
対
面
で
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
監
査
報
告
・
役
員
改

選
・
会
則
改
正
並
び
に
令
和
５
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
を

審
議
、
承
認
い
た
だ
き
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
度
、
夏
祭
り
は
開
始
直
前
に
雨
に
降
ら
れ
て
30

分
遅
れ
て
の
開
始
と
な
り
ま
し
た
が
、
演
奏
や
踊
り
の
輪
が
広

が
り
賑
や
か
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
祭
で

は
多
賀
中
学
校
の
吹
奏
楽
特
別
演
奏
、
津
軽
三
味
線
の
公
演
会

の
他
、
芸
能
発
表
な
ど
を
久
し
ぶ
り
に
実
施
で
き
ま
し
た
。

一
方
、
市
報
や
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
、
広
報
紙
「
ふ
れ
あ

い
」
な
ど
の
配
布
が
外
部
委
託
に
な
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
町
内

会
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

役
員
会
な
ど
で
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
「
ふ
れ
あ
い
」
会
費
を

廃
止
し
、
市
の
各
種
補
助
金
と
再
生
資
源
還
元
金
を
会
の
運
営

原
資
に
充
て
る
こ
と
を
総
会
に
て
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
成
沢
小
学
校
が
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
り
記
念
事
業
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
は
引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、
信
頼
と
安
心

の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
皆
様
の
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

発 行 成沢学区

コミュニティ
推 進 会

「ふれあい」

責任者 西 英 信

発行者 広 報 部



◆
本
部

会
長

西

英
信

副
会
長

矢
吹

昭

副
会
長

今
野
幸
樹

副
会
長

長
谷
川
順
一

監
事

鈴
木
孝
男

監
事

安
部
盛
夫

会
計

瀬
谷
照
明

会
計

白
岩
光
雄

事
務
局
長
（
兼
）
長
谷
川
順
一

◆
地
域
支
部
長

西
成
沢
一
支
部

鈴
木
圭
一

西
成
沢
二
支
部

安
部
盛
夫

青
葉
台
支
部

木
名
瀬
敦

堂
平
支
部

六
車
正
道

中
成
沢
北
支
部

水
庭
清
治

中
成
沢
南
支
部

千
葉

廣

東
成
沢
支
部

岡
崎
健
一

◆
専
門
部
・
各
種
団
体
長

広
報
部

長
谷
川
孝

環
境
美
化
部

西

英
信

夏
祭
り
活
動
部

瀬
谷
正
義

自
主
防
災
・
防
犯
部

矢
吹

昭

生
涯
学
習
部

西
井
茂
喜

体
育
振
興
会

松
川
達
弥

青
少
年
育
成
推
進
会

荒
城
典
雄

文
化
協
会

白
岩
光
雄

成
沢
学
子
連

今
野
幸
樹

成
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

清
水
裕
則

福
祉
委
員
会

木
澤
安
子

民
児
協
成
沢
部
会

綿
引
和
彦

健
康
づ
く
り
推
進
グ
ル
ー
プ

山
内
三
津
子

鮎
川
を
き
れ
い
に
す
る
会

矢
吹

昭

◆
西
成
沢
町
民
生
委
員

大
久
保
和
正

山
崎
昌
代

石
井
孝
信

草
野
淳
一

那
須
禎
子

高
畠
修
一

日
下
部
康
次

城
地
尚
人

六
車
幸
子

◆
中
成
沢
町
民
生
委
員

瀬
谷
正
義

水
庭
清
治

小
野
寺
健
吉

鈴
木
君
枝

綿
引
和
彦

木
澤
安
子

◆
東
成
沢
町
民
生
委
員

大
堀

登

岡
崎
健
一

◆
主
任
児
童
委
員

佐
々
木
早
苗

７
月
29
日
（
土
）
夏
祭
り

９
月
16
日
（
土
）
防
災
訓
練

10
月
28
日
（
土
）
文
化
公
演
会

10
月
29
日
（
日
）
文
化
祭

１
月
６
日
（
土
）
賀
詞
交
歓
会

２
月
10
日
（
土
）
ボ
ー
リ
ン
グ

◆
５
月
～
７
月
の
行
事
予
定

５
月
20
日
（
土
）
合
同
運
動
会

６
月
11
日
（
日
）
鮎
川
清
掃

６
月
18
日
（
日
）
花
壇
苗
植
付

７
月
３
日
（
月
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

７
月
８
日
（
土
）
球
技
大
会

７
月
22
日
（
土
）
鮎
川
探
勝
会

◆
編
集
後
記

▼
マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
判

断
と
な
っ
た
が
、
人
が
集
ま
る

場
所
で
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
の

人
が
着
用
し
て
い
る
。

▼
誰
も
が
う
っ
と
う
し
い
と
思
っ

て
い
る
は
ず
だ
が
、
な
か
な
か

外
せ
な
い
。
み
ん
な
が
マ
ス
ク

を
外
す
よ
う
に
な
る
の
は
夏
ご

ろ
だ
ろ
う
か
。

▼
３
年
ぶ
り
に
「
ふ
れ
あ
い
」

の
総
会
が
対
面
で
開
催
さ
れ
、

会
費
の
廃
止
や
予
算
な
ど
の
仕

組
み
が
変
更
に
な
っ
た
。
み
ん

な
で
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

作
る
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
。
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成
沢
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
「
ふ
れ
あ
い
」

令

和

５

年

度

役

員

民

生
・
児
童

委
員

横
断
歩
行
者
の
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
茨
城
県
警
察
が

「
そ
の
手
で
合
図
！
止
ま
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
大
作
戦
」

を
推
進
中
で
す
。
県
内
２
例
目

の
「
エ
リ
ア
３
８
」
が
成
沢
学

区
全
域
に
導
入
さ
れ
て
３
か
月

が
経
ち
ま
し
た
。

朝
の
通
学
時
間
帯
で
交
通
指

導
員
が
立
哨
し
て
い
る
横
断
歩

道
で
、
確
実
に
一
時
停
止
す
る

車
は
８
割
程
度
と
の
こ
と
。
横

断
歩
道
で
の
一
時
停
止
を
「
ど

う
ぞ
」
「
ど
う
も
」
の
気
持
ち

で
実
践
し
、
交
通
事
故
の
な
い

信
頼
と
安
心
の
成
沢
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

【
注
】
「
エ
リ
ア
３
８
」
と
は

道
路
交
通
法
第
38
条
の
「
横
断

歩

道

に

お

け

る

歩

行

者

優

先

」

の
意
識
を
住
民
み
ん
な
で
高
め

る
活
動
を
行
う
エ
リ
ア
（
区
域
）

と
し
て
設
定

さ
れ
た
こ
と

を
示
し
ま
す
。

安

全
な
道

路

横
断

を
み
ん
な
で
実
現

～
「
エ
リ
ア
３

８
」
モ
デ
ル
地

区
に
認

定

主
な
事
業

計
画

成沢 小学 校 が創 立 150周 年

成
沢
小
学
校
は
本
年
に

創
立
１
５
０
年
を
迎
え
ま

し
た
。
明
治
６
年
に
開
校

以
来
、
学
区
や
校
名
の
変

更
な
ど
を
経
て
、
現
在
ま

で
１
万
人
以
上
の
卒
業
生

を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

最
大
時
は
千
人
を
超
え

た
児
童
数
は

現
在
は
各
学

年
と
も
１
ク

ラ
ス
編
成
、

全
校
生
は
２

０
０
人
ほ
ど

ま
で
減
っ
て

い
ま
す
。

創立当時の小学校


